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エアープランツ (Tillαndsiαmαgnuslαnα)の

降下窒素化合物の利用特性

関本均@落合美和子@多田晃子

Utilization of nitrogenous fallouts by an airplant 

(Tillαndsiαmαgnuslαnα) 

Hitoshi SEKIMOTO. Miwako OCHIAI and Akiko TADA 

Resume 

One of airplants， Tillandsiαmαgnusianαis an unique rootless plant developed foliar absorption of water and 

nutrients. Tillαndsiαmagnuswnαwould be assumed to have the higher ability to uptake nitrogenous compounds 

(NOl ，NH1) containing in dry deposition like aerozol， and in wet deposition such as acid rain and acid fog. Then 

we conducted the experiment to expose 15N-labeled ammonium sulfate or potassium nitrate as nitrog巴nous

fallouts， which were atomized by oscillator type humidifier， to Tillαndsiαmαgnus!αnαAlso studied about 

characteristics of Tillαndsiαmαgnusiαnαleaded to the ability. 

The amount of expos巴d15N01 uptake by foliar absorption was very low， only 0.06 % of total nitrogen of the 

plant. In contrast， th巴amountof exposed 15NH ，1ふ uptakewas 15 times higher司thanthat of 15N01 uptake. The rate 

of utilization of nitrogenous fallouts by Tillandsiαmαgnusiαnαwas 1.8 % in N01 and 21.6 % in NH1' ， indicating 

that NH1' fallout was utilized easier than NO 3 fallout 

Cation巴xchangecapacity (CEC) regarded as the ability of cations adsorption in leaves of Tillαndsiαmαgnus!αnα 

was 4-fold higher than that in azalea， and 37-fold higher compared with cedar， Hinoki cypress and pine， 

respectively. It would be caused by a morphological charact巴risticsof wiry leaves in Tillαndsiαmαgnusiαnα. 

Possessing higher ability of cations adsorption in leaves would be advantageous to uptake cations like NH1 

fallout， leaded to the fact that NH1' fallout was utilized easier than NO 3 fallout. 
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籍 Z司

エアープランツは、中南米の熱帯から蛮熱帯かけて広く

分布するアナナス科チランジア属の植物の総称である。エ

アープランツの多くは、砂漠やサバンナなどの乾燥地に自

生し、結;木の枝や岩石に着生するので、空中犠物すなわち

エアープランツと呼ばれる。いろいろな環境に対する適応

性に優れ、土、水、採光や肥料を気にせず家誌でも十分に

育てられるので、インテリアとしての活用が注目されてい

る園芸作物の一つである

エアープランツには、次のような生理生態的特徴があるり。

かい毛で覆われ、夜露やF請をこの毛状組織でとらえて、葉

の表商から吸水する O スポンジ状の葉鞘や鱗片などの貯水

組織が発達しているため、緩めて乾燥に強い。野外では夜

露や雨で、屋内では湿度60%以下の特に遣し 3田霧吹き

をすれば、十分に水分を保つことができる。また、乾燥地

帯に成湾するサボテンと問じ CAM植物であり、気孔は夜

間に聞く。したがって、水分補給は夕方がよL、。 (3)根は着

生するためのアンカーの役巨だけで、養水分のl吸収機能はな

い。 (4)養分も水分と同様に葉の毛状組織でとらえて、葉の

表面から吸収すると言われており、春と秋の成育期には観

葉植物用の液肥を希釈して霧吹きで与えるO

(1)一般にエアープランツは誼射日光に弱く、 2000~

7000lx程度の照度を好む。 (2)エアープランツの葉は細

大気環境中に成資する植物は、エアロゾノレなどの乾性沈

着物賓とそれが降水中に叡り込まれて降下・沈着する湿性
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沈着物質の影響を受けておりへ大気中の窒素化合物であ

る窒素酸化物やアンモニ 7"も乾性または湿性沈着物質

として植物葉に沈着し、養分として吸収利用される場合が

ある。エアープラン yは茎葉部から益水分を吸収利用する

ので、沈着した窒素化合物を利用する能力も高いと推察さ

れる。植物による大気中の窒索化合物の吸収に関しては、

大気汚染という観点から、植物による NO，やNH，カずス

の吸収に関する知見が多い3.10.12-1，1.16幻加。また、肥料成分

の葉面l吸収に関する研究もある 6.19叩が、いずれも作物や緑

化植物が研究対象であり、エアープラン yを供試した、植

物による降下室素化合物の吸収利用に関する研究例はない。

そこで、エア プランツに重窒素("N)標識した硝酸

態窒素およびアンモニア態窒素を降下室素化合物と Lて与

えて、エアープラン Yの降下室素化合物の吸収利用につい

て検討した。また、その特性をもたらす生理生態的特徴を

検討した。

材料および方法

1 実験1 エアープランツの降下窒素化合物の吸収利用

1)供試したエアープランツと栽培方法

エア プラン yには、メキンコおよびエルサノレパドル原

産で 、 ロゼットタイプの中型純である Tillαndsiα

mα.gnuswnαを用いた (Fig.1)。ガラスハウス内に小型

のピニ ノレハウス(底面的2600cn!(40 x 65cm)高さ75cm)

を設置し、プラスチックで作製した固定台 (3x3x2cm) 

に個々の葉鞘基部をのせて、ビニ ルハウス上段(高さ

35cm)の半面(面積1300c，J)に、エア プラン /14個体を

隙間なく静置した (Fig.2)， "N ti;:識硝酸 ("NO，)お

よびアンモニア ("N}!，')を曝露させながら、1998年

4月17日-7月22日の97日間、栽培した。なお、栽培開始

時のエア ←プラン Yは、草丈約10cm、一個体の新鮮重

約7.5gであった。

2) "NO，および 15NH4+の曝露方法

( 1 )時NO，および 15NH4+降下量の設定

安日が報告した降水成分の年間負荷量のデ ー タ ~J)から、

NO，は2300mgj nf j年、NH，は1200mgj m' j年という降

下量に設定した。この|峰下虫を、エア←プラン yが静置さ

れている小型のビニールハウスの底面約 C2600cn!)に、

l 週間分を 3日 C3回)で達成するとして、 15N03は

3.8mg j 0.26 m' j回、15NH~ は2mgjO.26nf j回をH暴露す

ることにした。 15NOJは"N標識硝酸カリウム CK"NO，

10.7atm%)で、15NH4+は凶Nel識硫酸アンモニウム

(("NH， ) ，SO， : 10.9atm%)で与えた。

(2)供与する水分量の設定

予備試験の結果、エアープランツの成育にはl個体当た

り2mlの水分を週 2回目J1't拐すること C4mlj個体/週)が

適当であった。これは、 14個体を符置しである1300cn[当た

10cm 

Fig. 1. An airplant (Tillαndsiαmαgnuslαnα) used in this study 
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性雨、酸性霧として定義される pH5.6以下よりもやや高

かっfこ。

(4)実際に降下した窒素化合物撃の把握

ほこり、露、大気中窒素化合物のパックグラウンド汚染

などに由来する窒素ではなく、実際に降下した窒素化合物

量を把謹するために、小型ビニールハウス内に静置したは

個体のエアープランツに並列させて、シャーレに入れたろ

紙(誼径 9cm、63.6cnOを置いた (Fig.2)。栽培終了時

に、ろ紙の全窒素と 15N濃度を調べ、実際に降下した窒素

化合物量を求めた。

3)成育謁査

窒素化合物の爆露関始時に 8調体、曝露終了時(栽培終

了時)に各試験毘14個体のエアープランツの乾物重を謂査

した。エアープランツは蒸留水で10分間浸漬・洗浄して、

葉面に付着している 15NOa および 15NH，+を除去した後、

800Cで乾燥させて乾物震を測定した。

ヰ)試料の会護素含重量および 15N濃度の測定

曝露終了時に、一試験区の14個体の中から平均的な個体

を任意に 4個体選抜し、エアープランツ茎葉部の全霊索含

量および 15N濃度の測定を行った。乾燥・粉砕試料0.8g 

をサリチル硫駿分解し、分解液中のアンモニア態窒素をイ

ンドフェノール法問で定量して全議素含量を算出した。

試料中の 15N濃度の測定は発光分光分析法11.15)で符った。

15N濃度の発光分光分析法ではアンモニア態窒素の拡散濃

縮操作が通常行われる ωが、操作過躍でのコンタミネー

ションが懸念されたので、全窒素含最測定に用いた分解液

を内径4咽のガラス管に直接封入し、試料溶液を減圧乾固

させた後、放電管を作成して 15N濃度を腿定した。

りで56ml/週、誌面積 (2600cnf)当たりでは、 112ml/週

に相当する。週3田供与するとして、 40ml/自に設定した。

(3) 15NO a-および 15NH/の曝露方法

(1)と (2)の設定から、 15NOaーは3.8mg/40ml/臣、

15NH，+ は2mg/ 40ml /Imを週3圏、加湿速度240ml/hrの

振動板式加湿器(超音波加湿器)で与えた。つまり、蒸留

7l<で163mg /1の K15NOaまたは183mg /1の ('5NH，) 

2S0，溶液を作り、これらを毎週月曜日、水曜臼、金曜B

の3盟、午後6時からl自分間、振動板型加湿器(超音波加

湿器)で、小型ビニールハウス内に静置したエアープラン

ツに噴霧した。加湿器はビニールハウスの底面に置き、斜

め上方に噴霧することによって、ハウス上段のヱアープラ

ンツの頭上にかかるように設置した (Fig.2)。なお、

14個体のエアープランツは一週簡に一度、静置する場所を

入れ替えた。

降下室素化合物の沈着は、エアロゾルなどの乾性沈着と

それが降水中に取り込まれて降下・沈着する、いわゆる酸

性雨や酸性霧などの漉性沈善があり 8)、窒素酸化物

(NOx)は酸化されて NOaエアロソゃルlこ、アンモニアガ

ス (NHa)はNH，+エアロゾルになる引ので、 NOa

よびNH，+は、乾性の無機エアロゾjレに分類される1)。

今回の日NOa-または 15NH4+の曝露は、エアープランツ

全体が!5NOaまたは 15NH4+の霧に包まれるほどではな

く、エアープランツの上方付近では、霧が消える状況にあっ

たので、 NOどまたは NH4+を含むエアロソソレによる乾

性沈着とそれらがミストに溶解して沈着した湿性沈着が混

在する環境であったと考えられた。なお、瓦15NOaおよび

(15NH')2SO，溶液の p狂は、それぞれ6.0、5.8であり、酸

お

Aplasをic露reenhouse 

75 c踊

¥
ケ
作

善努

The method to expose the nitrogenous fallouts to airplants. 

65 c拠

Fig.2 

得毒
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2.実験2 エアープランツ茎葉部の臨イオン交換容量

1)供試植物

エアープランツは、実験Iと同じ Tillandsiαmagnusia聞

を用いた。比較対照として、ツツジ、スギ、ヒノキおよび

クロマツ(いずれも宇都宮大学蜂キャンパス内で採取)の

葉を供試した。なお、供試したエアープランツ、ツツジ、

スギ、ヒノキおよびクロマツの水分含量は、それぞれ

79.4、56.0，72.9、55.6および46.5%であった。

2)茎葉部の腸イオン交換容盤の測定方法

茎葉部の陽イオン吸着能力を表す指標として、植物茎葉

部の陽イオン交換容量を測定した。ここでは、根の陽イオン

交換容量の測定方法17)を茎葉部に適用し、 Cinelliand Viti 

の方法 2)を採用して測定した。すなわち、軽く蒸留水で洗

浄した各供試植物の葉身の新鮮物 2gを100mlの0.05Nの塩

駿 CHCl)に3分間浸し、その後蒸留水で1分間漫漬を3田

繰り返して、洗浄した。続いて100mlの0.05Nの硝駿カルシ

ウム (Ca(N03h)溶液に 3分間浸潰し、蒸留水で1分間浸

演を 3田繰り返して、洗浄した。軽く水を切り、再び、100ml

の0.05NのHClに3分間、掻持しながら浸潰した。浸漬後

の0.05NのHCl溶液を田収し、ろ過後lこ100mlに定容した。

試料溶液中の Ca濃度を原子吸光法で測定し、 Ca量から陽

イオン交換容量を求めた。…供試植物当たり 5囲測定を繰り

返し、その平均僅を算出した。また、浸潰終了後の植物体は

すみやかに80
0

Cで乾燥し、乾物震当たりで陽イオン交換容量

を評価した。なお、試験は一試験区5連で行った。

結果および考察

1.実験 1 エアープランツの降下窒素化合物の吸収率IJ用

1)揮下窒素化合物翠

ビニールハウス内に静置したろ紙の全窒素含量、 15N濃

度およびそれらから計算したろ紙上 (63.6cnOに降下した

窒素輩、さらにエアープランツ 1個体当たりに降下した窒

素量を Table1に示した。 15N03曝露区(以後 15N03区)

および 15NH，+曝露区(以後 15NH，+区)のろ紙に降下した

窒素量は、それぞれN.0.0947rng /ろ紙およびN.0.1229rng / 

ろ紙であった。降下窒素化合物量はいずれも N.O.lrng前後

であり、 15N03 区と 15N耳J区でほとんど同じレベルで

あった。これらの降下室素量 (63.6cnr当たり、 97日間)を

1 m'さきたり 1年間に換算するとそれぞ、れ、 NOa では

248.1rng、N豆Jでは93.5昭で=あった。これらは、設定した

降下室素化合物量 (N03-は2300rng/ m' /年、 NH，+は

1200rng / m' /年)の 1/10~ 1/13であり、本実験では設

定したとおりに窒素化合物を降下させられなかった。加湿

器はビニールハウスの底面に霞き、斜め上方に噴霧してハ

ウスの上段に静置したエアープランツの頭上に霧がかかる

ようにしたが、霧はビニールに麗接かかることが多かった。

噴霧した時N03-や 15NH，+がビニーノレ表面に沈着したた

めに、降下窒素化合物量は設定よりも少なくなった可能性

が考えられるO

ろ紙上に降下した窒素量とエアープランツの裁植密度

(14個体/1236.4cnDから算出されるエアープランツ l個

体当たりへの降下窒素量 (A) は 15N03 (0.131rng / 

plant)と15NH，+区 (0.171 rng /plant)とで、ほとんど時

じであった (Table1)。

2) 15NO 3 または 15NH，+曝露によるこζアープランツの

成長

Table 2に97日閣の成長量を示した。 15N03区と 15NH，+

区ともに、乾物で、200rng弱の成長 (C-B)が認められた。

成長量は 15N03-区と 15NH，+区とで差はなかった。

3)ヱアープランツによる時下護素化合物の利用率

N03区と日NH，+区の全窒素含量、 15N濃度およびそ

れらから算出されるエアープランツによる降下窒素化合物

の吸収量および利用率を Table3に示した。日N03-毘の

Table 1. The amount of nitrogen originated from the nitrogenous fallouts. 

Amountof 
Total nitrogen 15N nitrogen 

Nitrogenous containing abundance originated企om

fallouts in也efilter paper (a加1% excess) the nitrogenous 

(N.mg / filter paper) fa110uts 
(N.mg / filter paper) 

Nu
3
- 0.281 3.345 0.0947 

NH4+ 0.326 3.824 0.1229 

Data are means (n=l). 

Amountof 
exposed nitrogen 

as mtrogenous 

fallouts* 

(N.mg/pl組 t)(A) 

0.131 

0.171 

* Ca1culated values of conversion from the amount of nitrogen originated企omnitrogenous 
fallouts in the filter paper (63.6 cm2) into 1236.4 cm2for 14 airplants (1300 cm20f 
the shelf area -63.6 cm2 of the filter paper's area). 
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Table 2. Growth of airplant after exposure to the nitrogenous fallouts. 

P
3
 u
 

n

u

Q
叫

m
A

国

間

v
h

、J

・・'a

門

川

、

a

t

i

 

.
-
E
A
 N
 

Dry weight (mglplant) L
u
t
-
-

IM
畑

町

mrゆ
(
戸

陶

同

水Before exposure (B)'" After exposure (C) 

N03
ー 914.7士 50.9 1083.0土 53.6 168.3 

NH4
十 914.7土 50.9 1110.5土 32.0 195.8 

Data are means ごと SE ( Before : n=8， A食er:n=14). 

'" A verage of the plant material at the beginning of the nitrogenous 

fallouts exposぽe.

Table 3. The amount of nitrogen uptake in airplant from the nitrogenous fallouts. 

Nitrogenous Dry 
fallouts weight 

(rng I plant) 

Total Total 15N 
nitrogen niな'Ogeポ abundance
content (N.rng (a加%
(%) / plant) excess) 

Arnount of 
nitrogen uptake 
frorn 
the nitrogenous 
fallouts 
(N.rng /pl制)
(D) 

Percentage of 
the arnount of 
nitrogen uptake 
to出atofめe
exposed ni柱。gen
as mtrogenous 
fallouts料(%)

Nu3- 1096.6土 80.8 0.36土 0.03 3.95 0.006土 0.009 0.0024ま 0.0037 1.8 

NH
4
+ 1146.8土 29.0 0.27土 0.04 3.10 0.112土 0.023 0.037土 0.008 21.6 

Data are rneans 土 SE(n=4). 

'" Calculated value. 

付百leratio ofD (the arnount ofnitrogen uptake frorn the niむ'Ogenousfallouts) 
to A (the arnount of exposed nitrogen as nitrogenous fallouts) shown in Table 1. 

15N濃度は 15Nの自然存在比 (0.37atm%) レベルであり、

10.7atm%の 15N03+を与えたにもかかわらず、 15N濃度

(atm%excess)は非常に低かった。そのため、測定値が

変動して標準誤差が大きくなった。エアープランツによる

降下室素化合物の吸収量 (D)は、それぞれ 15N03 区で

N. 0.0024mg j plant、15NH，+~で N.0.037昭jplant であ

り、 15N03~ではエアープランツに取り込まれた窒素量

は著しく低く、全窒素含震の0.06%に過ぎなかった。一方、

降下 15NH，十の吸収量は 15N03よりも15倍高く、全窒素

含量の1.2%相当が降下 15NH，+として取り込まれた。降

下窒素化合物量 (Table1のA)と降下窒素化合物のエアー

プランツによる吸収量 (Table3のD)から求められる降

下窒素化合物の利用率は、 15N03 区の 1.8%に対して

15NH，+区では21.6%であり、 15NH，+区の方が 15N03区

よりも12f告高かった。

以上のように、エアープランツによる降下窒素化合物の

利用率は、 N03ーよりも N狂Jの方が顕著に高く、降下

NH，+は明らかにエアープランツに利用されやすかった。

なお、日N03 区では、エアープランツに取り込まれた窒

は著しく低かったにもかかわらず、乾物で約200rng弱

の成長が認められた。曝露した 15N03以外のほこり、塵、

NOxのパックグラウンド汚染 5)などからの窒素供給があっ

た可能性が考えられる。

植物による大気中の窒素化合物の吸収率は、仔1Jえは¥

Yoneyamaら22)のデータから、曝露した 15N02濃度とチャ

ンパ一容量から 15N02曝露量を算出して、横物体中に取り

込まれた 15Nの総量から吸収率を計算すると、ヒマワリ葉面

からの曝露 15N02の吸収率は24時間で6.5%になった。また、

松丸 10)によれば、葉における曝露N02の吸収率は、トマト

で18~40%、ヒマワリで25~53%、 トウモロコシで13~21%
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であったと報告しているO 小)1113)は、埼玉県における沿道

緑地帯による NOxの吸収について調査し、沿道緑地帯の

NOx吸収量は前面道路走行車から排出される NOx震の

O.9~ 1. 6% と見積もり、埼玉県における NOx 排出量に対

する緑地の NOx吸収震の割合(吸収率)は約 7%であっ

たと報告している。さらに、 1 mg/lの 15NH3を曝露したとこ

ろ、 24時間で43%がトウモロコシ幼植物に吸収されたという

報告 16)もある。一方、窒素化合物の葉面吸収に関する研究

は古くからある 6.問。 15N 標識した尿素、

N03-NおよびNH4-Nの溶液 (N:1 g /1)をトマト葉笛

に塗布した最近の研究油)では、各窒素化合物の48間の吸

収率は、尿素で85.1%、 N03-Nで38%、

あったと報告されている。

NH4-Nで46%で

以上のような知見は、ガス状の NOxやNH3の植物葉

による吸収実験または高濃度の窒素化合物溶液を葉面に塗

布した実験によるものである。本実験は、茎薬部における

乾性および湿性の皇室素降下物としての N03、NH4+の吸

収実験なので、産接的に比較することはできないが、本実

験で得られた降下窒素化合物量の利用率の程度(15N03

区で1.8%、15NH4+区で21.6%)は、上述した知見のレベ

ルと著しく異なることはなかった。

2.実験2 エアープランツ茎葉部の陽イオン交換容量

Fig. 3に各植物茎葉部の陽イオン交換容量を示した。

エアープランツ茎葉部の陽イオン交換容量は、ツツジの

4倍、スギ、ヒノキ、クロマツの37語大きかった。 エアー

プランツは針状葉を持つこと、葉には無数の毛状組織が発

達していることなどの形態的な特徴がある O 陽イオン交換

容量が他の植物茎葉部に比べて大きいことは、この形態的

特徴に起因すると考えられる O そのため、茎葉部の陽イオ
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ン交換容量は単位乾物重当たりではなくて、単位表面積当

たりで評価すべきかもしれない。

陽イオン交換容量は、陽イオンの吸着能力の指標になる

ので、揚イオン交換容量の大きい茎葉部は、鵠イオン性の

降下物を吸着しやすく、利用しやすいと考えられる。

実験1で得られた、エアープランツによる降下室素化合物

の利用率は、 N03ーよりも NH，+の方がはるかに高く、降

下 NH4+はエアープランツに利用されやすかったという

結果は、茎葉部の鵠イオン交換容量が大きく、陽イオンを

吸着、利用しやすいというエアープランツの特徴に由来す

ると考えられた。なお、コムギ根やトマト根の陽イオン交

換容量は、 23~62me/l00 g乾物である 9)。エアープラ

ンツ茎葉部の陽イオン交換容量は他の植物茎葉部よりも大

きかったが、一般の植物根の 1/4~1/10 であり、援の賜

イオン交換容量よりは低いレベルで、あった。

ヒマワリやトマトは単位葉面積当たりの NOx吸収量が

大きい植物であり 12.1-1.2ヘこれらは大気の NOx環境の指

標横物としての利用が期持されている。藤沼ら 3)は、大

気浄化植物の条件として葉面のガス吸収能力が大きいこと、

ガス状大気汚染による障害や影響を成育量として受けにく

いこと、大気浄化能力が十分に発揮できるような植裁上の

特徴(草型、葉面積密度など)を持つことをあげている。

エアープランツは、大きな葉を持たず、成育も旺盛ではな

いので、ヒマワりやトマトのように単位葉面積当たりのガ

ス状主主素化合物吸収量が大きくなることはない。したがっ

て、大気のガス状窒素化合物の浄化やその指標植物にはな

りにくい。しかし、エアープランツには、茎葉部の揚イオン

交換容量が大きく、陽イオン性の降下物を吸着できる能力が

高いこと、根がないので窒素の経根吸収を考慮しなくてよい

Cedar 自由oki Pine 

cypress 

Fig.3. Cation exchange capacity of leaf of the plants. 

Vertical bars denote the SE of each mean (n=5). 



ため、大気由来の降下室素化合物を直接評価できるという特

徴があるので、エアープランツはNH，+などの陽イオン性蜂

下物の沈着を評値できる指標植物になるかもしれなし、。

檎要

大気環境中に成育する植物は、エアロソソレなどの乾性沈

着物質とそれが降水中に取り込まれて降下・沈着する湿性

沈着物費の影響を受けており、大気中の窒素化合物である

窒素酸化物やアンモニアも乾性または湿性沈着物質として

植物葉に沈着し、養分として吸収利用される場合がある。

エアープランツ (Tillandsiamagnusianα)は茎葉部から

養水分を吸収利用するので、沈着した窒素化合物を利用す

る能力も高いと推察される。そこで、エアープランツに重

(15N)標識した踏酸態窒素およびアンモニア態窒素

を降下室素化合物として与えて、エアープランツの降下室

素化合物の吸収利用に関する特性を把握すると時時に、そ

の特性をもたらす生理生態的特徴を検討した。 15N03-ま

たは 15NH，+を含む溶液を撮勤板式加謹器(超音波加湿器)

で、降下室素化合物として N03または N耳Jを含むエ

アロソソレによる乾性沈着とそれらがミストに溶解して沈着

した湿性沈着が浪恋する環境で曝露した。

15N03 区の 15N濃度は 15Nの自然存在比 (0.37atm%)

レベルであり、 10.7atm%の 15N03を与えたにもかかわら

ず、凶N濃度は非常に低く、エアープランツによる降下

15N03 の吸収震は、全窒素含量の0.06%に過ぎなかった。

一方、降下 15NH，+の吸収量は守-1"03ーよりも15倍高く、

全窒素含震の1.2%椙当が降下 15NH，+としてエアープラ

ンツに取り込まれたO 降下窒素化合物量の利用率は

15N03区で1.8%に対して、 15NH，+区では21.6%であり、

15NH，+区の方が 15N03“区よりも12倍高かった。このよ

うに、エアープランツによる降下NH，+利用率は N03

よりも顕著に高く、降下 NH，+の方が明らかにエアープ

ランツに利用されやすかった。

エアープランツ茎葉部の陽イオンの吸着能力を表す指標

として、茎葉部の揚イオン交換容量を調べたところ、エアー

プランツのそれは、ツツジの 4倍、スギ、ヒノキ、クロマ

ツの葉の37倍大きかった。 エアープランツは針状葉を持

つこと、葉には無数の毛状組織が発達していることなどの

形態的な特徴が茎葉部の大きな陽イオン交換容量をもたら

すと推察された。陽イオン交換容量の大きい茎葉部は、賜

イオン性の降下物を吸着しやすく、利用しやすいと考えら

れる。エアープランツによる降下窒素化合物の利用率は、

N03よりも NH，+の方が顕著に高いという結果は、こ

の特徴に由来すると恩われた。このように、エアープラン

15 

ツには、茎葉部の陽イオン交換容量が大きく、陽イオン性

の降下物を吸着できる能力が高いこと、根がないので室素

の経根吸収を考慮しなくてよいため、大気由来の降下窒素

化合物の吸着と利用を直接評価できるという特徴があるの

で、エアープランツは NH，+などの賜イオン性陣下物の

沈着を評価できる指標植物になるかもしれない。
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